
ななかまど 第 24号 平成 14年 (2002)12月 25日 発行

芽24号 平成14年 (2002)12月 25日発行
発行所  東京旭川会 〒104-0061

東京都中央区銀座3-9-4
文成ビル 3F
竹原法律事務所内

丁EL o FAX03-3546-7339
編 集  東京旭川会広報委員会

師
走
も
間
近
な
Ｈ
月
２８
日
、
都
庁
前
の
ホ
テ
ル
『
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ハ
イ
ア

ツ
ト
東
京
』
で
、
「第
２６
回
東
京
旭
川
会
　
総
会
・懇
親
会
」
が
開
催
さ
れ

た
。
来
賓
・随
行
者
２‐
名
、
会
員
９９
名
、
計
１
２
０
名
が
参
加
。
当
会
幹
事

の
夫
人
た
ち
４
名
の
協
力
も
得
て
、
午
後
８
時
、
会
は
終
了
し
た
。

街
は
ク
リ
ス
マ
ス
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
で
華
や
い
で
い
た
。
人
々
は
せ
わ
し

げ
に
家
路
を
急
ぎ
、
そ
の
一
角
だ
け
は

不
況
を
感
じ
さ
せ
な
い
に
ぎ
や
か
さ
で

あ

っ
た
。

午
後
６
時
開
場
の
１
時
間
も
前
か
ら

会
員
た
ち
は
集
ま
り
は
じ
め
た
。
広
い

ロ
ビ
ー
で
く
つ
ろ
ぎ
、旧
知
と
語
り
合
っ

て
い
る
。
互
い
の
肩
を
た
た
き
あ
い
、

再
会
を
喜
び
合

っ
て
い
る
人
も
い
る
。

会
場
の

「ク
リ
ス
タ
ル
ホ
ー
ル
」
は

３
６
４
ぽ
（約
１
０
０
坪
強
）。
１
０
０

余
名
の
客
を
迎
え
る
に
は
十
分
の
広
さ

で
あ
る
。

入
口
を
入
る
と
目
に
付
く
の
は
、
郷

土
品
と
旭
川
ラ
ー
メ
ン
の
コ
ー
ナ
ー
。

中
央
の
テ
ー
ブ
ル
に
は
和
食
、
洋
食
、

中
華
の
料
理
が
と
こ
ろ
狭
し
と
並
ん
で

い
る
。

食
卓
を
取
り
囲
む
よ
う
に
７
卓
の
丸

テ
ー
ブ
ル
が
設
置
さ
れ
、
壁
際
に
は
椅

子
も
た
く
さ
ん
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
年

長
者
に
対
す
る
配
慮
で
あ
ろ
う
。

午
後
６
時
、
司
会
を
務
め
る
尾
崎
靖

亮
幹
事
の
「お
ば
ん
で
ご
ざ
い
ま
し
た
」

の
一
声
と
と
も
に
総
会
は
始
ま
っ
た
。

挨
拶
の
な
か
で
尾
崎
幹
事
か
ら

「今
朝
、

旭
川
に
電
話
を
し
ま
し
た
ら
、
す
で
に

積
雪
は
２３
ｃｍ
、
気
温
は
マ
イ
ナ
ス
３
度

ｏ
人
気
の
あ
っ
た

郷
土
品
コ
ー
ナ

ー
と
会
場
風
景

と
い
う
こ
と

”襦

で
し
た
」
と

一＝

の
報
告
が
あ

一一

り
、
故
郷
と

一一

東
京
と
の
距

一一．

離
は

一
気
に

一＝

縮
ま
っ
た
。　
一

議
長
に
は
、
一一

躊別竹‐こ脇茂っ
ば

雄
会
長
が
選
出
さ
れ
、
議
案
審
議
に
入

っ
た
。
小
柳
武
二
事
務
局
長
か
ら
、
『平

成
１３
年
度
事
業
報
告
並
び
に
決
算
報

告
』
お
よ
び

『平
成
１４
年
度
事
業
計
画

並
び
に

予
算
案
』
に
つ
い
て
の
報
告
が

あ
り
、
植
木
宏
昌
、
花
輪
元
治
両
監
事

か
ら
は
決
算
に
伴
う
監
査
報
告
が
さ
れ

て
、
異
議
な
し
の
声
と
と
も
に
議
案
審

議
は
終
了
し
た
。

●

と
き
を
置
か
ず
、
加
藤
桂
子
幹
事
の

司
会
に
よ
り
懇
親
会
が
開
宴
さ
れ
た
。

市
長
を
先
頭
に
２．
名
の
来
賓
が
入
場
し
、

大
き
な
拍
手
の
な
か
席
に
着
く
。

竹
原
会
長
の
挨
拶
を
皮
切
り
に
な
ご

や
か
な
宴
が
始
ま
っ
た
。
「八
木
前
会
長

急
逝
の
あ
と
を
受
け
、
皆
さ
ん
の
助
け

を
得
な
が
ら
会
長
職
を
務
め
て
ま
い
り

ま
し
た
。
こ
の
一
年
間
、
人
の
情
け
の

あ
り
が
た
さ
を
感
じ
ま
し
た
」
と
心
情

を
吐
露
し
、
「東
京
旭
川
会
は
年
々
会
員

が
減
少
し
て
い
ま
す
が
、

何
と
か
会
員
を
増
や
し
た

い
。
旭
川
と
い
う
共
通
の

話
題
を
通
し
て
、
新
た
な

出
会
い
が
生
ま
れ
る
よ
う

に
と
願
っ
て
い
ま
す
」
と

述
べ
た
。

１１
月
１０
日
に
市
長
選
を

終
え
た
ば
か
り
の
菅
原
功

一
市
長
は
、
今
回
で
３
期

目
を
迎
え
る
。
市
長
は
選

挙
戦
に
つ
い
て
も
触
れ

「次
点
と
僅
差
で
き
び
し

い
結
果
だ
っ
た
。
心
臓
が

痛
く
な
る
思
い
を
し
た
」
と
皆
を
笑
わ

せ
、
「‐８
日
の
初
登
庁
の
日
に
雪
が
降

っ

た
が
、
過
去
に
な
い
ほ
ど
早
い
積
雪
で

し
た
」
と
語
っ
た
。
さ
ら
に
全
国
に
注

目
さ
れ
て
い
る
旭
山
動
物
園
に
つ
い
て

触
れ

「
マ
ス
コ
ミ
に
も
取
り
上
げ
ら
れ

て
、
問
い
合
わ
せ
が
殺
到
し
て
い
ま
す
。

多
摩
動
物
園
や
上
野
動
物
園
、
東
京
都

庁
か
ら
も
見
学
に
来
ら
れ
ま
し
た
」
と
、

旭
川
の
新
し
い
顔
を
Ｐ
Ｒ
し
た
。

次
い
で
来
賓
が
紹
介
さ
れ
、
高
丸
修

旭
川
商
工
会
議
所
会
頭
の
乾
杯
の
音
頭

と
と
も
に
団
ら
ん
の
幕
は
切
っ
て
落
と

さ
れ
た
。

●

ビ
ー
ル
や
ワ
イ
ン
、
ウ
イ
ス
キ
ー
な

ど
の
グ
ラ
ス
を
片
手
に
語
り
合
う
人
、

椅
子
に
腰
か
け
、
料
理
を
楽
し
む
人
、

さ
ま
ざ
ま
な
笑
顔
の
輪
が
広
が
っ
た
。

旭
川
ラ
ー
メ
ン
の
コ
ー
ナ
ー
に
は
早
く

も
人
が
並
ん
で
い
る
。
「ま
さ
に
、
行
列

の
で
き
る
ラ

ー
メ
ン
店
だ

な
」

一
人
が

発
し
た
冗
談

に
笑
い
が
は

じ
け
る
。
ホ

テ
ル
の
シ
ェ

フ
が
つ
く
る

そ
ば
か
ら
コ

―
ン
入
り
の
醤
油
ラ
ー
メ
ン
が
は
け
て

い
ノ
ヽ
。

隣

の
特
産

品

コ
ー
ナ

ー

で
は
、

旭
川
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
や
カ
ボ
チ
ャ
を
使
っ

た
サ
ラ
ダ
や
オ
ム
レ
ツ
、
グ
ラ
タ
ン
な

ど
が
並
ぶ
。
い
ず
れ
も
シ
ェ
フ
が
考
案

し
た
メ
ニ
ュ
ー
だ
と
い
う
。
こ
こ
に
も

人
が
集
ま

っ
て
、
い
つ
も
な
が
ら
の
人

気
で
あ

っ
た
。
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会
場
内
に
は
海
産
物
の
佐
賀
商
店
も

出
店
し
て
い
る
。
談
笑
の
合
間
に
毛
ガ

ニ
や
タ
ラ
コ
を
買
い
込
ん
で
宅
配
を
依

頼
し
て
い
る
人
も
い
る
。

会
場
が
次
第
に
活
気
づ
い
て
き
た
こ

ろ
、
司
会
は
松
原
愛
幹
事
に
変
わ
り
、

水
元
や
よ
い
さ
ん
の
歌
謡
シ
ョ
ー
が
始

ま
っ
た
。
持
ち
歌
の

『酒
場
す
ず
め
』

を
皮
切
り
に

『北
海
ソ
ー
ラ
ン
節
』
な

ど
６
曲
が
披
露
さ
れ
た
。
水
元
さ
ん
は

民
謡
で
内
閣
総
理
大
臣
賞
を
受
賞
し
た

こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

ノ
熱
気
が
最
高
潮
に
達
し
た
こ
ろ
、
安

井
規
雄
幹
事
の
司
会
に
よ
り
抽
選
会
が

催
さ
れ
た
。
当
選
番
号
が
張
り
の
あ
る

声
で
読
み
上
げ
ら
れ
、
会
場
は
い
や
が

上
に
も
盛
り
上
が
る
。
協
賛
各
社
か
ら

提
供
さ
れ
た
賞
品
が
次
々
と
手
渡
さ
れ
、

空
く
じ
な
し
の
抽
選
会
で
あ
っ
た
。

締
め
は
中
島
嗣
郎
旭
川
市
議
会
副
議

長
に
よ
る
万
歳
三
唱
で
あ
る
。
万
歳
と

拍
手
の
な
か
会
は
終
了
し
、
出
席
者
は

米
や
ラ
ー
メ
ン
な
ど
が
入
っ
た
土
産
袋

を
手
に
散
会
し
た
。

外
は
木
枯
ら
し
が
吹
き
、
枯
れ
葉
が

舞

っ
て
い
た
。
雪
の
積
も
ら
な
い
冬
を

迎
え
て
数
十
年
が
過
ぎ
る
。

解昴
一一一一一一一即
一回
一東
京
職
一榊
套

一総
会
菫
一懇
一議
会
＝
鷹
一著
一続
一簿
一描
難
一豪
戦
‐‥‐‐‐‐‐‐）‐‐‐‐‐‐‥‥

ご
来
賓
（旭
川
市
関
係
）

旭
川
市
長

・
菅
原
功

一
、
旭
川
市
議
会

副
議
長

・
中
島
嗣
郎
、
同
事
務
局
庶
務

課
庶
務
係
主
査

ｏ
冨
田
康
文
、
旭
川
商

工
会
議
所
会
頭

。
高
丸
修
、
同
総
務
部

総
務
係
長

・
古
川
善
裕
、
旭
川
観
光
協

会
会
長

ｏ
稲
村
健
蔵
、
北
海
道
上
川
支

庁
長

・
吉
田
洋

一
、
旭
川
空
港
ビ
ル
株

式
会
社
社
長

・
藤
澤
貞
二
、
旭
川
市
助

役

・
和
鳴
昌
幸
、
商
工
観
光
部
産
業
振

興
課
主
幹

・
野
村
斉
、
企
画
財
政
部
秘

書
課
主
幹

・
片
岡
保
彦
、
企
画
財
政
部

秘
書
課
長
補
佐

・
小
野
田
実
、
商
工
観

光
部
産
業
振
興
課
主
幹

ｏ
和
田
英
邦
、

企
画
財
政
部
秘
書
課

ｏ
浅
利
豪

ご
来
賓
（在
京
関
係
）

（社
）北
海
道
倶
楽
部
調
査
役

・
座
光
寺

昭
典
、
北
海
道
ふ
る
さ
と
会
連
合
会
会

長
・小
山
昌
志
、北
海
道
新
聞
社
東
京
支

社
編
集
局
長

・
杉
江
良
之
、
（株
）ダ
ン

ケ
ジ
ャ
パ
ン
東
京
営
業
所
所
長

・
山
本

勝
也
、同
課
長
・大
谷
寿
美
子
サ
ッ
ポ
ロ

ビ
ー
ル
（株
）営
業
推
進
部
次
長

・
藤
田

修
、
合
同
洒
精
（株
）秘
書
室
長

・
秋
田

悠
紀
夫

国
△
至
瞥
員

衆
議
院
議
員

・
佐
々
木
秀
典

祝
電

関
西
旭
川
会
会
長

・
豊
澤
敬

一
郎
、
参

議
院
議
員

・
小
川
勝
也

△
〓昌
只

秋
田
薫
子
、
浅
野
土塾
元
、
荒
井
克
典
、

飯
泉
好
之
、
伊
塚
清
、
伊
集
院
賞
、
板
垣

ゆ
た
か
、
伊
東
喜
久
子
、
今
村
謙

一
、

岩
垂
由
紀
子
、
岩
渕
清
司
、
海
老
澤
美

智
子
、
植
木
宏
昌
、
大
島
英

一
、
大
城

栄
子
、
大
竹
龍
雄
、
大
玉
勝
政
、
大
野

武
夫
、
大
屋
道
夫
、
岡
部
公
司
、
尾
崎

靖
亮
、
小
椋
宗
長
、
織
田
典
子
、
片
桐

雅
彰
、
加
藤
桂
子
、
加
藤
文
哉
、
河
西
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春
美
、
河
原
惟
臣
、
河
村
尚
之
、
神
部

喜
多
美
佐
子
、
北
村
武
宏
、
黒
崎

桑
本
平
八
、
本
幡
功
、

小
柳
武
二
、
斉
藤
弘
明
、
島
田
嘉
明
、

島
田
ミ
エ
子
、
島
田
実
、
島
田
瑞
子
、

直
原
綾
子
、
小
路
美
知
子
、
自
倉
伸
也
、

鈴
木
孝
、須
藤
智
悪
子
、曾
我
部
倭
文
子
、

高
橋
英
治
、
高
橋
岡
二
、
高
橋
照
美
、

高
橋
文
子
、
高
橋
正
夫
、
高
宮
行
男
、

武
田
陽
子
、
竹
原
茂
雄
、
田
中
幹
夫
、

田
原
勝
司
、
寺
田
英
子
、
土
井
磨
智
子
、

中
村
泰
敏
、
名
知
公
士
、
西
木
戸
孝
夫
、

西
田
育
子
、
西
舘
利
子
、
西
村
明
、
沼
形

英
男
、
野
作
雅
彰
、
萩
井
栄
秀
、
花
輪

元
治
、
原
公
朗
、
坂
東
勝
利
、
坂
東
幸
子
、

引
地
康
博
、
平
澤
民
義
、
広
野
貴
之
、

平
本
信
男
、
福
原
博
子
、
古
畠
誠

一
、

細
谷
弘
治
、
本
郷
文
子
、
本
田
真
知
子
、

本
間
敏
弘
、
牧
野
哲
雄
、
牧
野
百
合
子
、

松
島
蔦
、
松
田
勇
三
、
松
原
愛
、
南
栄

二
、
水
留
英
昭
、
宮
森
信
之
、
森
畑
輸

布
子
、
安
井
規
雄
、
山
原
正
博
、
横
山

秀
夫
、
吉
崎
与

一
、
吉
田
稚
俊
、
米
山

睦
子

弘 泰

窪
田
敬
日召

ご
協
賛

・
ご
協
力

〇
旭
川
市
長

〇
旭
川
市
議
会
議
長

○
旭
川
商

工
会
議
所

〇
（社
）
旭
川
観
光
協
会

○
（財
）
道
北
地
域
地
場
産
業

振
興
セ
ン
タ
ー

〇
旭
川
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

〇
旭
川
パ
レ
ス
杏

ア
ル

〇
ホ
テ
ル
ク
レ
ツ
セ
ン
ト
旭
川

〇
全
日
本
空
輸

（株
）
東
京
支
店

〇
（株
）
Ｊ
Ａ
Ｌ
セ
ー
ル
ス

〇
男
山
（株
）

○
（株
）
サ
サ
キ
エ
芸

○
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ハ
イ
ア
ッ
ト
東
京

〇
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
（株
）

〇
二
ッ
カ
ウ
ィ
ス
キ
ー
（株
）

○
藤
原
製
麺

（株
）

○
（株
）
セ
ー
キ

〇
佐
賀
商
店

〇
（有
）
本
間
不
動
産

〇
（株
）
旭
ダ
ン
ケ
東
京
営
業
所

〇
合
同
酒
精
（株
）

○
今
野
醸
造
（株
）

○
（株
）
大
心
堂
雷
お
こ
し

〇
毎
日
新
聞
社

〇
池
田
町
東
京
事
務
所
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皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
郷

土
旭
川
の
発
展
の
為
に
格
別

の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り

心
か
ら
厚
く
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

去
る
１１
月
２８
日
の
総
会

・

懇
親
会
で
は
、
懐
か
し
い
皆

様
の
お
顔
を
拝
見
し
、
市
政

に
つ
い
て
の
貴
重
な
ご
助
言

や
、
い
つ
ま
で
も
ふ
る
さ
と

旭
川
を
思
い
愛
さ
れ
る
あ
た

た
か
い
心
に
接
し
、
大
変
う

れ
し
く
有
意
義
な
ひ
と
時
を

過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

私
は
首
都
圏
の
こ
う
し
た

素
晴
ら
し
い
「ふ
る
さ
と
会
」

と
強
い
絆
で
結
ば
れ
て
お
り

ま
す
こ
と
を
誇
り
に
思
っ
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
八
木
前

会
長
が
亡
く
な
ら
れ
た
後
、

竹
原
会
長
が

一
生
懸
命
に
会

の
発
展
の
た
め
に
ご
尽
力
な

さ
れ
て
い
る
姿
を
拝
見
し
、

心
か
ら
敬
意
を
表
す
る
次
第

で
あ
り
ま
す
。

さ
て
私
は
こ
の
た
び
の
市

長
選
挙
で
３
期
目
を
当
選
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
は

市
長
に
就
任
し
て
以
来
、
こ
の

旭
川
を
よ
り
発
展
さ
せ
る
た
め

に
市
民
と
共
に
手
を
携
え
、
う

る
お
い
や
心
の
豊
か
さ
を
実
感

で
き
る
質
の
高
い
ま
ち
づ
く
り

に
全
力
を
尽
く
ｔ
て
ま
い
り
ま

し
た
し
、　
一
歩
ず
つ
で
は
あ
り

ま
す
が
着
実
に
そ
の
成
果
を
あ

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

我
国
の
経
済
は
、
い
ま
だ
に

景
気
回
復
の
兆
し
を
見
せ
ず
企

業
倒
産
や
失
業
者
の
増
加
な
ど
、

多
く
の
人
々
が
将
来
に
対
す
る

不
安
を
増
大
さ
せ
て
き
て
お
り

ま
す
。
こ
う
い
つ
時
代
で
あ
る

か
ら
こ
そ
、
今
何
が
必
要
か
を

真
剣
に
考
え
、
将
来
の
展
望
を

切
り
開
き
な
が
ら
時
代
の
荒
波

を
乗
り
越
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

私
は
３
期
目
の
ス
タ
ー
ト
に

当
た
り
、
市
政
の
目
的
は
市
民

の
幸
せ
の
実
現
で
あ
る
と
い
う

こ
と
を
改
め
て
強
く
認
識
し
、

熱
意
あ
ふ
れ
る
多
く
の
市
民

と
力
を
合
わ
せ
、
市
民
が
ほ

の
ぼ
の
と
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
安
心
都
市
の
実
現
に
向
け

て
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
る

決
意
で
あ
り
ま
す
。

旭
川
は
例
年
に
な
い
早
い

雪
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
冬

に
は
、

４４
回
目
と
な
る
冬
ま

つ
り
や
、
八
木
前
会
長
の
ご

尽
力
に
よ
り
実
現
し
た
全
日

本
学
生
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
、

そ
し
て
国
際
バ
ー
サ
ー
ス
キ

ー
大
会
の
名
称
を
改
め
バ
ー

サ
ー
ロ
ペ
ッ
ト

・
ジ
ャ
パ
ン

を
開
催
す
る
な
ど
、
国
内
外

に
旭
川
の
名
を
高
め
る
大
き

な
イ
ベ
ン
ト
の
成
功
に
向
け

て
市
民
ぐ
る
み
の
取
組
み
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

竹
原
会
長
を
は
じ
め
会
員

の
皆
様
に
は
、
ふ
る
さ
と
旭

川
の
発
展
の
た
め
に
今
後

一

層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

末
筆
で
は
あ
り
ま
す
が
、

旭
川
を
愛
す
る
皆
様
の
益
々

の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
心
か

ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

癬
冊Ⅷ一鮒
棚
蜀
鼎
難
蠍
曇
翻
馨
麟

（９９
名
中
回
答
３５
名
）

東
京
旭
川
会
を
よ
り
良
い

会
に
す
る
た
め
、
初
め
て
会

員
の
声
を
ア
ン
ケ
ー
ト
し
て

み
ま
し
た
。
出
席
者
９９
名
中

ア
ン
ケ
ー
ト
に
協
力
い
た
だ

い
た
方
は
３５
名
。
男
女
比
は

７４
％
が
男
性
だ
っ
た
。

懇
親
会
費
・年
会
費
は
「今

の
ま
ま
」
が
８７
％
だ
が
、
退

職
後
の
６０
歳
代
の
会
員
の
中

に
は
、
会
費
が
高
く
友
人
が

出
席
で
き
な
い
と
い
う
声
も
。

会
場
は
初
め
て
の

「こ
の

ホ
テ
ル
が
い
い
」
が
６６
％
と

高
く
、
会
員
は

″変
化
″
に

も
対
応
し
て
い
る
。

料
理
に
つ
い
て
は
満
足
が

２７
％
、
普
通
が
７０
％
。
旭
川

ラ
ー
メ
ン
コ
ー
ナ
ー
、
旭
川

の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
や
カ
ボ
チ
ャ

を
使
っ
た
シ
ェ
フ
考
案
の
料

理
が
好
評
だ
っ
た
よ
う
だ
。

80清費

以上

6%

70歳

以上

20%

●出席されたのは何回目ですか ●東京旭川会に入会されたのは、
前
記
の
三
つ
の
グ
ラ
フ
で

わ
か
る
こ
と
は
、
会
の
高
齢

化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
。

４０

～
５０
歳
代
の
若
手
を
い
か
に

増
や
し
、
出
席
し
た
人
が
続

け
て
出
席
し
た
く
な
る
よ
う

な
仕
組
み
と
魅
力
を
い
か
に

作
る
か
が
課
題
。

●入会の動機
何年くらいですか

15回 以上

12%

初めて
996 20回 以上

18%

5回 以上

28%
10回 以上

18%

2回 以上

1596

●総会・懇親会の時間帯
同
窓
会
か
ら
の
紹
介
が
２３

％
あ
り
、
高
校
の
同
窓
会
か

ら
組
織
的
に
若
手
を
動
員
す

る
方
法
が
必
要
か
。

会
に
望
む
こ
と
の
第

一
位

は
３５
名
中
１９
名
が
挙
げ
た
若

い
人
の
参
加
。
会
の
発
展
の

為
に
は
そ
れ
が
最
も
大
切
と

感
じ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

次
に
参
加
し
た
人
が
も
っ
と

交
流
で
き
る
よ
う
に
工
夫
し

て
欲
し
い
が
１６
名
。
初
め
て

の
方
で
も
話
し
合
え
、
交
流

で
き
る
よ
う
な
キ
ッ
カ
ケ
作

り
が
望
ま
れ
て
い
る
。

●旭川会に望むこと(複数回答)る を 派
か す曽 が 日寺
が や 相 間
課 す 半 帯
題 為 ば は
と に の 土
な ど 状 日
る う 況 派°

設
°

と
定 会 平
す 員 日

観光
7%

情幸長
3%

△
〓
曰員
の
声

餓

hで
そT 交流

24%
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早
い
も
の
で
、
八
木
前
会
長
が
急

逝
さ
れ
て
か
ら

一
年
余
が
過
ぎ
る
。

去
る
９
月
８
日
（日
）、
午
後
１２
時

か
ら
東
京
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
ｏ
鳳
凰

の
間
に
お
い
て
、　
一
周
忌
が
執
り
行

わ
れ
た
。

大
広
間
の
中
央
に
設
え
ら
れ
た
祭

壇
に

一
人
ひ
と
り
が
自
い
花
を
手
向

け
、
そ
の
後
、
会

食
に
臨
ん
だ
。

堤
義
明
Ｊ
Ｏ
Ｃ

（日
本
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
委
員
会
）名

誉
会
長
、
田
中
幹

夫
東
京
美
装
興
業

（株
）取
締
役
副
会

長
、
菅
原
功

一
旭

川
市
長
か
ら
生
前

の
功
績
を
た
た
え

る
挨
拶
が
あ
っ
た
。

各
テ
ー
ブ
ル
で

は
思
い
出
ば
な
し

が
飛
び
交
い
、
前
会
長
の
熱
血
漢
ぶ

り
、
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
人
柄
な
ど

が
、
話
題
に
の
ぼ
っ
た
。

当
日
の
出
席
者
は
約
５
０
０
名
。

Ｊ
Ｏ
Ｃ
（日
本
オ
リ
ン
ビ
ッ
ク
委
員

会
）、
全
日
本
ス
キ
ー
連
盟
、
全
日
本

学
生
ス
キ
ー
連
盟
、
桜
門
ス
キ
ー
倶

楽
部
（日
大
Ｏ
Ｂ
）、
新
宿
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
、
東
京
美
装
興
業
社
員
な

ど
、
生
前
の
活
躍
を
偲
ば
せ
る
各
方

面
か
ら
の
参
列
と
な
っ
た
。

当
幹
事
会
か
ら
も
竹
原
会
長
以
下

・６
名
が
出
席
。
桑
本
平
八
前
事
務
局

長
と
と
も
に
思
い
出
を
語
り
合
っ
た
。

前
会
長
は
、
昭
和
６．
年
、
故
平
岡

敏
男
会
長
（元
毎

日
新
聞
社
長
）
の

後
を
受
け
て
二
代

目
の
会
長
と
し
て

就
任
。
以
来
、
亡

く
な
る
ま
で
の
１５

年
間
を
当
会
の
発

展
の
た
め
に
尽
く

し
た
。
そ
れ
だ
け

に
、
古
く
か
ら
の

会
員
の
な
か
に
は
、

「東
京
旭
川
会
の

シ
ン
ボ
ル
が
失
わ

れ
た
」
と
い
う
声

も
多
い
。
残
さ
れ
た
我
々
は
遺
志
を

受
け
継
ぎ
、
よ
り
良
い
会
の
発
展
に

務
め
る
こ
と
が
、
前
会
長
へ
の
せ
め

て
も
の
供
養
と
な
ろ
う
。

最
後
に
、ご
子
息
の
八
木
秀
記
墓
示

美
装
興
業
（株
）代
表
取
締
役
社
長
か

ら
謝
辞
が
あ
り
、１４
時
、会
は
終
了
し
た
。

道
北
観
光
に
新
情
報
基
地
誕
生
―
―
。

旭
川
市
と
大
雪
。
道
北
圏
の
観
光
情
報

の
収
集
と
提
供
の
拠
点
と
な
る

「旭
川

観
光
情
報
セ
ン
タ
ー
」
が
Ｊ
Ｒ
旭
川
駅

東
隣
の
Ｈ
Ｂ
Ｃ
（北
海
道
放
送
）旭
川

放
送
局

一
階
に
オ
ー
プ
ン
。
利
用
者
は

国
内
観
光
ば
か
り
か
外
国
人
へ
の
案
内

に
も
好
調
な
出
足
を
見
せ
て
い
る
。

こ
の
セ
ン
タ
ー
は
旭
川
市
が
設
置
し
、

旭
川
観
光
協
会
に
業
務
委
託
。
シ
ー
ズ

ン
中
人
６
～

９
月
）は
職

員
二
人
、
オ

フ
シ
ー
ズ
ン

（１０
～
５
月
）は

一
人
常
駐
さ
せ
、
観
光

施
設
や
宿
泊
施
設
、
交
通
機
関
な
ど
の

案
内
を
行
い
、
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も

同
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
活
動
し
て
い
る
。

市
は
こ
れ
ま
で
、
旭
川
駅
舎
内
に
観
光

案
内
所
を
設
置
し
て
い
た
が
、
手
狭
で

よ
り
多
く
の
観
光
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ

な
い
た
め
昨
年
６
月
に
開
設
に
踏
み
切

っ
た
。

も
ち
ろ
ん
、
離
島
や

オ
ホ
ー
ツ
ク
沿
岸
の

広
域
情
報
を
映
像
を

交
え
て
紹
介
。
旭
川

特
産
の
家
具

ｏ
木
工

品
や
地
場
産
品
も
展

示
、
観
光
案
内
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ

り
、
平
成
８
年
の
２
万
２
０
０
０
件
か

ら
４
万
件
に
急
増
し
て
い
る
。
ま
た
、

年
々
増
え
て
い
る
台
湾
、
中
国
人
観
光

客
に
対
応
す
る
た
め
、
両
国
の
通
訳
兼

案
内
役
も
配
置
し
て
い
る
。
上
川
管
内

に
宿
泊
し
た
平
成
１３
年
度
の
外
国
人
客

数
は
約
７
万
６
４
０

０
人
で
、
前
年
比
２４

％
増
。
国
別
で
は
台

湾
が
５
万
６
０
０
０

人
と
最
も
多
く
、
次

い
で
香
港
が
１
万
１

１
０
０
人
と
続
い
て

い
る
。
情
報
セ
ン
タ

ー
を
中
心
に
観
光
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
が
広
が

り
つ
つ
あ
る
。

な
、
楽
し
さ
と
可
能
性
を
秘
め
て
い

る
、
と
の
こ
と
で
し
た
。
旭
川
出
身

の
私
た
ち
に
と
っ
て
も
、
な
つ
か
し

い
雪
を
感
じ
さ
せ
、
な
じ
め
そ
う
な

可
愛
い
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に

な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

・
公
募
に
よ
り
選
ば
れ
た
キ
ャ
ツ
チ
と
口

魃

■ 谷 上 |

II:地 川 に セ
■ 方 。 は ン
温 は 宗

｀
タ

旭
川
市
で
は
、
こ
の
ま

ち
の
魅
力
を
み
つ
け
、
自

信
と
愛
着
を
持
っ
て
全
国

に
旭
川
の
よ
さ
を
発
信
す

る
た
め
、
平
成
１２
年
か
ら

旭
川
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

・

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

平
成
１３
年
の
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
公
募
で
１
０
０

７
点
の
応
募
が
あ
り
、
選

考
さ
れ
た
３
点
の
中
か
ら
、

市
民
投
票
で
選
ば
れ
た
市

の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
が

『あ
、
雪
の

匂
い
』
（作
者

一
石
本
さ
や
か
さ
ん
）
で

し
た
。

こ
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
ロ
ゴ
デ

ザ
イ
ン
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、

４９
点
の

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
今
年
の
２
月
２８

日
に
公
開
で
審
査
が
行
わ
れ
、
そ
の
結

果
、
旭
川
市
在
住
の
植
田
準
さ
ん
の
作

品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

入
選
理
由
の
ひ
と
つ
は
、
雪
だ
る
ま

の
雰
囲
気
が
と
て
も
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ

り
、
見
た
人
に

「え
っ
、
何
こ
れ
Ｐ
」

と
い
う
よ
う
な
驚
き
を
与
そヽ
つ
る
よ
う

カ

|千毒

あ、雪の匂い

ふ甘む弁わ
ゴ
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日
本
最
北
の
旭
山
動
物
園
に
新
し
い

旦
本
―
―

「ほ
っ
き
ょ
く
ぐ
ま
館
」
が

９
月
２．
日
オ
ー
プ
ン
し
た
。
白
い
巨
体

が
ダ
ン
ス
す
る
よ
う
に
泳
ぐ
姿
を
見
よ

う
と
毎
週
末
、
テ
ー
マ
パ
ー
ク
さ
な
が

ら
の
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
る
。

同
園
の
開
園
は
昭
和
４２
年
だ
が
、
「野

生
動
物
の
能
力
を
あ
り
の
ま
ま
に
見
せ

た
い
」
と
平
成
８
年
か
ら
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
に
乗
り
出
し
た
。
「ほ
っ
き
ょ
く
ぐ
ま

館
」
を
は
じ
め
、
「
ぺ
ん
ぎ
ん
館
」、
「オ

ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
合
」
な
ど
新
感
覚
の
動

物
合
が
並
ぶ
。

今
年
、
北
極
ぐ
ま
は
新
し
い
仲
間
を

迎
え
計
４
頭
。
長
さ
１７
ｍ
、
深
さ
２
・

５
ｍ
の
大
水
槽
。
放
牧
場
が
三
カ
所
あ

り
、
二
頭
ず
つ
で
生
活
す
る
。
水
槽
で

は
体
重
３
～
４
０
０
キ
ロ
の
巨
体
が
泳

・
左
側
の
半
円
形
の
窓
か
ら
、
北
極
ぐ
ま
が
間

近
に
見
え
る

ぐ
。
優
雅
に
ス
イ
ス
イ
泳
ぐ
姿
が
ガ
ラ

ス
越
し
に
観
察
で
き
る
他
、
岩
場
に
設

置
さ
れ
た
半
円
形
の
窓
か
ら
は
、
歩
く

北
極
ぐ
ま
に
大
接
近
で
き
る
な
ど
、
ま

さ
に
壮
観
の
一
言
。

「
ぺ
ん
ぎ
ん
館
」
で
は
３
種
類
の
ペ

ン
ギ
ン
（ジ
ェ
ン
ツ
ー
、　
フ
ン
ボ
ル
ト
、

キ
ン
グ
）
が
飼
育
さ
れ
、
い
ず
れ
も
繁
殖

に
成
功
。
か
わ
い
ら
し
い
ヒ
ナ
や
水
中

ト
ン
ネ
ル
か
ら
見
る
ペ
ン
ギ
ン
の
泳
ぐ

姿
に
も
人
気
が
集
ま
っ
て
い
る
。

ま
た
、
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
に
ロ
ー
プ

を
伝
っ
て
自
由
に
空
中
散
歩
を
さ
せ
る

な
ど
、
全
国
で
も
類
を
み
な
い
試
み
が

人
気
を
呼
び
、
道
内
は
も
と
よ
り
道
外

か
ら
の
入
園
者
が
著
し
く
増
加
、
週
末

に
は
１
万
人
強
を
記
録
し
て
い
る
。

今
年
の
入
園
者
総
数
は
過
去
最
多
を

数
え
、

６０
万
８
０
０
０
人
。

１１
月
３
日

か
ら
の
冬
季
営
業
分
も
含
め
る
と
、
そ

の
数
は
さ
ら
に
伸
び
る
と
期
待
さ
れ
て

い
る
。

×
≪
ぐ
ぐ
≪
≪
ぐ
≪
≪
≪
≪
≪
≪
ぐ
≪
ぐ
≪
ぐ
≪
ぐ
ぐ
Ｏ
α
≪
ぐ
≪
ζ

Ｗ
≫
≫
≫
≫
≫
≫
≫
≫
≫
≫
≫
≫
≫
≫
≫
≫
≫
≫
≫
≫
≫
≫
≫
≫
≫
≫
≫
≫
≫
≫
≫
≫
≫
≫
≫
≫
≫
≫
≫
≫
≫
≫
≫
≫
≫
≫
≫
≫
≫
≫
≫
Ｚ
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北
都

・
旭
川
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
全

国
に
知
ら
れ
る
国
内
初
の
常
設
歩
行
者

天
国

「買
物
公
園
」
が
オ
ー
プ
ン
し
て

今
年
６
月
、

３０
周
年
を
迎
え
た
。
ま
た
、

こ
れ
に
歩
調
を
合
わ
せ
、
買
物
公
園
な

ど
に
配
置
さ
れ
て
い
る
市
民
に
身
近
か

な
芸
術
作
品
群

ｏ
野
外
彫
刻
の
再
編
成

案
も
具
体
化
し
た
。

買
物
公
園
は
、
Ｊ
Ｒ
旭
川
駅
前
か
ら

８
条
通
り
に
か
け
て
南
北
１
キ
ロ
の
一商

店
街
。
こ
こ
に
大
型
店
や
商
業
ビ
ル
、

一
般
商
店
な
ど
約
２
０
０
軒
が
並
ぶ
。

か
つ
て
は
４
条
通
以
北
が
国
道
、
以
南

は
道
道
が
通
る
ア
ー
ケ
ー
ド
街
だ
っ
た
。

「道
」
に
お
け
る
人
間
性
の
回
復
―
。

昭
和
３８
年
に
全
国
最
年
少
の
３７
歳
で
旭

川
市
長
と
な

っ
た
五
十
嵐
広
三
さ
ん

（元
内
閣
官
房
長
官
）
の

「道
路
を
市
民

に
開
放
し
た
い
」
と
い
う
突
拍
子
も
な

い
ア
イ
デ
ア
が
誕
生
の
き
っ
か
け
だ
っ

た
。
構
想
は
翌
年
の
市
議
会
で
発
表
さ

れ
た
が
、
大
方
が

「何
を
馬
鹿
な
こ
と

を
」
と
い
っ
た
反
応
。
し
か
し
、
当
時

の
一商
店
街
は
中
心
部
の
空
洞
化
、
郊
外

や
札
幌
へ
の
買
い
物
客
流
出
が
重
な
っ

て
危
機
感
を
募
ら
せ
て
い
た
。
当
初
、

乗
り
気
で
な
か
っ
た
商
店
街
も
や
が
て

構
想
賛
成
に
傾
き
、

４４
年
に
は
警
察
か

ら
夏
祭
り
１２
日
間
限
定
で
車
両
通
行
止

め
の
許
可
を
取
り
実
験
を
行
っ
た
。
商

店
街
で
は
手
製
の
花
壇
や
遊
具
な
ど
を

配
置
、
旭
山
動
物
園
か
ら
チ
ン
パ
ン
ジ

ー
ま
で

″動
員
″
し
た
。
そ
の
結
果
、

家
族
連
れ
な
ど
９３
万
人
も
の
人
出
が
あ

っ
て
大
に
ぎ
わ
い
し
た
。
実
験
成
功
は

３
年
後
の
構
想
実
現
の
決
め
手
と
な
っ

た
。平

和
通
が
「公
園
」に
変
身
し
た
の
は

４７
年
６
月
１
日
。
総
工
費
は
６
０
０
０

万
円
。
市
と
商
店
街
が
折
半
、
彫
刻
な

ど
２
０
０
０
万
円
分
は
地
元
企
業
の
寄

付
で
賄
わ
れ
た
。
買
物
公
園
完
成
は
全

国
の
自
治
体
や
商
店
街
の
注
目
を
集
め
、

ｌ

ｆ

・
・
愕

・・・・・一一一一

完
成
後
５
年
間
は
視
察
団
が
殺
到
し
た
。

こ
う
し
た
流
れ
を
経
て
、

１０
年
余
の

論
議
が
続
い
た
買
物
公
園
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
エ
事
が
平
成
１０
年
か
ら
始
ま
っ
た
。

紆
余
曲
折
が
あ
っ
た
が
、
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
は
地
元
一商
店
街
の
長
年
の
悲
願
で
も

あ
っ
た
。
幅
２０
ｍ
の
路
面
両
側
に
４
ｍ

ず
つ
の
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
中
央

部
分
に
イ
ベ
ン
ト
ゾ
ー
ン
な
ど
が
新
た

に
設
置
さ
れ
た
。
当
初
１５
億
円
と
さ
れ

た
事
業
費
は
三
倍
の
３２
億
円
近
く
に
膨

警
・ りニューアル して賑わう買物公園

―

‐

ら
ん
だ
。

一
方
、
こ

の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
エ
事
に

伴

っ
て
浮
上

し
た
の
が
買

物
公
園
内
に

配
置
さ
れ
て

い
る
野
外
彫

刊
副
知
創
釧
刻
例
到
出”鱈
製

刻
の
移
転
問
題
だ
。
市
は
有
識
者
や
地

元
商
店
街
、
市
民
で
成
る
検
討
委
員
会

を
設
置
、
平
成
１４
年
３
月
に
は
そ
の
シ

ン
ボ
ル
的
存
在
の
彫
刻

「手
」
を
４
条

通
左
か
ら
８
条
通
右
へ
の
移
設
を
柱
と

す
る
最
終
案
を
ま
と
め
て
い
る
。

旭
川
市
は
昔
か
ら

「彫
刻
の
ま
ち
」

と
し
て
知
ら
れ
る
。
そ
の
背
景
に
あ
る

の
は
、
近
代
彫
刻
に
大
き
な
足
跡
を
残

し
た
旭
川
ゆ
か
り
の
彫
刻
家

ｏ
中
原
悌

二
郎
の
存
在
だ
。
市
で
は
、
本
人
の
作

品
を
は
じ
め
、
彼
を
顕
彰
す
る
た
め
に

創
設
さ
れ
た

「中
原
悌
二
郎
賞
」
の
受

賞
作
家
の
作
品
な
ど
を
買
物
公
園
な
ど

に
設
置
、
周
囲
の
環
境
や
景
観
と
調
和

す
る
こ
と
で
よ
り
美
し
い
都
市
空
間
を

形
成
し
て
い
る
。

「手
」は
噴
水
と

一
体
に
な
っ
て
い
る

が
、
こ
れ
ま
で
は
水
深
が
深
か
っ
た
の
で
、

親
し
み
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
浅
く
し
、

噴
水
の
周
囲
に
木
材
や
自
然
石
な
ど
、

通
り
と
調
和
す
る
素
材
を
使
用
す
る
。

３０
年
前
、
一商
店
街
や
市
、
市
民
が

一

体
と
な
っ
て
全
国
に
先
駆
け
て
実
現
さ

せ
た
買
物
公
園
も
、
今
で
は
名
実
と
も

に

「旭
川
の
顔
」
に
変
身
し
た
。

２
０
０
２
年
１０
月
１４
日
（体
育
の

日
）、旭
川
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
開
催
さ

れ
た
。
Ａ
は
大
会
に
参
加
し
よ
う
と
、

旭
川
駅
に
降
り
立
っ
た
。
タ
ク
シ
ー

の
運
転
手
は
女
性
で
あ
っ
た
。

Ｂ

（タ
ク
シ
ー
運
転
手
）
「お
客
さ
ん
、

ど
こ
ま
で
行
く
ん
か
い
」

Ａ

「花
咲
町
ま
で
お
願
い
し
ま
す
」

Ｂ

「花
咲
町
っ
て
、
陸
上
競
技
場
の

耕莉餅朝文
朴

ライ

（コ
ー
ス
は
、川
べ
り
や
林
の
中
を
走
る
）

Ａ

「熊
で
も
出
る
ん
で
す
か
」

Ｂ

「
い
く
ら
何
で
も
熊
は
出
ん
よ
」

Ａ

「こ
わ
い
と
い
う
言
葉
は
、
ど
う

い
う
意
味
で
す
か
」

Ｂ

「北
海
道
で
こ
わ
い
と
い
つヽ
の
は
、

疲
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
べ
き
。
熊

が
出
る
ん
な
ら
、
い
つ
も
、
じ
よ

っ
び
ん
か
っ
て
お
か
ん
く
な
る
よ
」

Ａ

「じ
よ
っ
び
ん

っ
て
Ｐ
」

Ｂ

「し
ん
ば
り
棒
さ
」

Ａ

「し
ば
る
棒
で
す
か
Ｐ
」

Ｂ

「違
う
違
う
。
戸
か
開
か
な
い
よ

う
に
す
る
棒
さ
」

こ
ん
な
会
話
の
中
、

Ｂ

「お
客
さ
ん
、
北
海
道
の
生
ま
れ

つ
し
よ
」

Ａ

「え
£

Ｂ

「イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
。
そ
れ
そ

れ
、
そ
れ
で
わ
か
る
ん
よ
」

Ａ

「わ
か
り
ま
し
た
Ｐ
」

Ｂ

「わ
か
る
、
わ
か
る
。
こ
の
い
い

ふ
り
こ
き
」

Ａ
は
あ
ず
ま
し
く
な
い
気
持
ち
の

ま
ま
タ
ク
シ
ー
代
を
支
払
い
、
い

ち
も
く
さ
ん
に
競
技
場
へ
走
る
。

「こ
れ
は
、
ウ
オ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ

プ
さ
」。
ま
だ
、
い
い
ふ
り
を
こ
い

て
い
る
。
こ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た

が
、
こ
わ
い
、
こ
わ
い
と
言
い
な

が
ら
、
Ａ
は
な
ん
と
か
完
走
を
し
、

故
郷
を
大
い
に
満
喫
し
た
。

北海道方言辞典 その④

いいyり ときのランナーあ
る
と
こ
か
い
。
今
日
マ
ラ
ソ
ン

大
会
が
あ
る
べ
さ
」

Ａ

「そ
こ
に
行
く
ん
で
す
」

Ｂ

「な
ん
ぼ
く
ら
い
走
る
ん
さ
」

Ａ

「２
０
０
０
人
を
超
え
る
そ
つ
で
す
」

Ｂ

「お
客
さ
ん
が
出
場
Ｐ
　
ハ
ー
フ

な
ん
か
い
」

Ａ

「
い
や
、
フ
ル
で
す
」

Ｂ

「
フ
ル
は
こ
わ
い
し
よ
」

Ｘ
激
Ｘ
激
瀬
激
Ｘ
激
栞
嘉
Ｘ
嶽
栞
瓶
栞
嶽
栞
嘉
栞
叛
栞
激
栞
嘉
Ｘ
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石狩川
摩周湖

垂る見盪に残る炭鉱関連

僣蓄敦士幌線ョンクリー‐
ドアーチ橋梁群

北海道のラーメン

期
待
さ
れ
る
効
果
＝
ラ
ー
メ
ン
は
、

北
海
道
の
観
光
資
産
と
し
て
も
欠
か
せ

な
い
存
在
で
す
。
「一函
館
・塩
」、
「札
幌
・

み
そ
」、
「旭
川
・し
ょ
う
ゅ
」
が
す
で
に

有
名
で
す
が
、
道
内
の
各
地
域
で
、
素

材
に
様
々
な
工
夫
を
凝
ら
し
、
「こ
だ
ゎ

り
の
味
」
を
追
求
す
る
店
が
数
多
く
出

現
し
て
い
ま
す
。

」ゝう
し
た
活
発
な
動

き
が
雑
誌
や
テ
レ
ビ
な
ど
の
メ
デ
ィ
ァ

を
通
じ
て
広
く
知
ら
れ
、
新
た
な
地
域

作
リ
ヘ
と
っ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
を
期

待
し
ま
す
。

『北
海
道
遺
産
』
と
は
何
で
し
ょ
う
。

北
海
道
遺
産
構
想
推
進
協
議
会
が
２
年

を
か
け
、
次
の
世
代
へ
大
切
に
引
き
継

ぎ
た
い
北
海
道
の
宝
物
を
道
民
参
加
で

選
ん
だ
も
の
で
、
決
し
て
過
去
の
遺
産

で
は
な
く
、
北
海
道
の
未
来
を
想
像
し

て
い
く
資
産
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

轟鳩りllm彗
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旭
川
の
今
の
様
子
が
、
家
の
パ

ソ
コ
ン
で
居
な
が
ら
に
し
て
ゎ

か
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
使
う
と

便
利
で
す
。
（引
地
）
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旭
川
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
親
し
ま
れ

て
い
る
旭
橋

（全
長
２
２
６
ｍ
）
が
平

成
１４
年
１１
月
に
建
設
７０
周
年
を
迎
え
、

記
念
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
た
。

８
月
に
は
、
旭
橋
の
思
い
出
を
次
の

世
代
に
語
り
継
い
で
行
こ
う
と

「旭
橋

を
語
る
つ
ど
い
」
が
、
９
月
に
は
、
市

民
生
活
と
旭
橋
の
歴
史
を
振
り
返
る

「旭
橋
を
語
る
写
真
展
」
を
開
催
。

さ
ら
に
１１
月
に
は
、
午
後
７
時
頃
か

ら
放
水
と
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
が
行
わ
れ
、

橋
に
沿
っ
た
パ
イ
プ
か
ら
川
の
水
を
滝

の
よ
う
に
放

出
。
橋
げ
た

の
照
明
が
水

の
カ
ー
テ
ン

を
緑
や
金
色

に
照
ら
し
、

市
民
は
水
と

光
の
競
演
を

楽
し
ん
だ
。

障
害
者
の
方
々
の
自
立
と
社
会
参
加

や
健
常
者
と
の
交
流
を
推
進
す
る
拠
点

が
建
設
７０
周
年

騨

　
浦
ゼ
「

施
設
と
し
て
、
旭
川
市
障
害
者
福
祉
セ

ン
タ
ー

「お
ぴ
っ
た
」
（愛
称
）
が
宮
前

東
地
区
に
平
成
１４
年
６
月
末
に
オ
ー
プ

ン
し
た
。

同
施
設
は
、
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い

る
『北
彩
都
あ
さ
ひ
か
わ
』
（旭
川
駅
周

辺
開
発
事
業
）
に
お
け
る
旭
川
市
の
最

初
の
施
設
で
、
建
設
費
（用
地
費
含
む
）

約
３０
億
円
、
延
床
面
積
５
６
９
２
が
の

４
階
建
で
、
水
浴
訓
練
室

ｏ
機
能
回
復

訓
練
室
・体
育
館
・会
議
研
修
室
・陶
芸

室
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
盲
導
鈴
な
ど

障
害
者
の
方
々
の
使
い
や
す
さ
に
配
慮

し
た
設
備
も
各
所
に
備
え
ら
れ
て
い
る
。

利
用
は
障
害
者
の
方
が
優
先
さ
れ
る

て
る
愛
称
を
公
募

Ⅲ

し
、
明
る
く
、
響

柵

き
が
良
く
、
印
象

＝

に
残
る
言
葉
と
し

＝

て
選
ば
れ
た
。　
　
＝

ブ
ル
ー
ミ
ン
ト
ン
市

・
ノ
ー
マ
ル
市
と
の

姉
妹
都
市
提
携
４０
周
年

―
旭
川
市
か
ら
訪
問
団
―

　

．

旭
川
市
と
ブ
ル
ー
ミ
ン
ト
ン
市

ｏ
ノ

ー
マ
ル
市
（ア
メ
リ
カ

ｏ
イ
リ
ノ
イ
州
）

の
姉
妹
都
市
提
携
４０
周
年
を
記
念
し
て
、

菅
原
旭
川
市
長
を
団
長
に

一
般
市
民
を

２４
～
３０
日
の
日
程
で
両
市
を
訪
問
し
た
。

両
市
と
は
姉
妹
都
市
提
携
以
来
、
高

校
生
の
相
互
交
換
留
学
、
公
式
訪
問
団

の
相
互
派
遣
の
ほ
か
医
療

・
教
育

。
文

化

ｏ
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
幅
広
い
交
流
を
重

ね
て
お
り
、
今
回
は
旭
川
か
ら
の
１０
回

目
の
公
式
訪
間
と
な
る
。

今
回
の
訪
間
で
は
、
歓
迎
会
、
ノ
ー

マ
ル
市
民
手
づ
く
り
の
日
本
庭
園
の
開

園
式
、
農
業
ま
つ
り
の
他
、
日
本
舞
踊

や
陶
芸
の
技
の
披
露
、
現
地
の
人
達
も

参
加
し
た
北
海
盆
踊
り
な
ど
で
交
流
を

深
め
た
。
３
市
の
交
流
は
、
市
の
み
な

ら
ず
日
本
と
ア
メ
リ
カ
の
友
好
と
発
展

に
つ
な
が
る
意
義
あ
る
訪
間
と
な
っ
た
。

旭
川
の
春

ｏ
夏

・
秋

・
冬
を
美
し
い

風
景
写
真
と
と
も
に
紹
介
す
る
観
光
パ

ン
フ
レ
ッ
ト

「北
の
旅
大
百
科
」
が
旭

川
市
商
工
観
光
部
観
光
課
か
ら
新
た
に

発
刊
さ
れ
た
。

旭
川
や
道
北
周
辺
を
紹
介
し
た
各
種

問
　

　

　

　

　

　

　

　

（

・
是,V言ワ?蜃でテ?可 FЪ ウ7ワ 3つ 子
ルーミントン市長、菅原功一旭川市長、
ケント・キャラカー ノーマル市長

新
し
い
観
光
バ
ン
フ
レ
ッ
ト

「北
の
旅
大
百
科
」
が
完
成

「第
７６
回
全
日
本
学
生
ス
キ
ー

選
手
権
大
会
」
が
旭
川
で
開
催

ペ
ー
ジ
、
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
。
周
辺
の
観

光
情
報
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、
大
判

の
写
真
を
豊
富
に
使
用
し
て
視
覚
か
ら

も
拠
点
都
市
旭
川
の
魅
力
を
伝
え
る
も

の
と
な
っ
て
い
る
。

同
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
希
望
の
方
は

旭
川
市
東
京
事
務
所
ま
で
。
無
料
。

東
京
旭
川
会
の
八
木
前
会
長
が
副
会

長
や
理
事
を
務
め
て
い
た
全
日
本
ス
キ

ー
連
盟

・
全
日
本
学
生
ス
キ
ー
連
盟
な

ど
が
主
催

・
後
援
す
る

「第
７６
回
全
日

本
学
生
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
」
が
旭
川

で
開
催
さ
れ
る
。

こ
の
大
会
は
通
称
イ
ン
カ
レ
と
呼
ば

れ
、
参
加
校
約
２
０
０
校
、
選
手
役
員

約
２
０
０
０
名
の
大
き
な
大
会
で
、
冬

季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
に
数
多
く
の
選

手
を
輩
出
し
て
い
る
歴
史
と
伝
統
あ
る

大
会
。

今
大
会
は
旭
川
市
で
は
初
め
て
の
開

催
と
な
り
、
競
技
は
平
成
１５
年
１
月
１１

日
～
１６
日
の
日
程
で
、
ア
ル
ペ
ン
・ク
ロ

ス
カ
ン
ト
リ
ー
・ジ
ャ
ン
プ
・
コ
ン
バ
イ

継欄
蝙一一哺一一琳淵爛暮
蠅
蕪
制

旭
川
市
東
京
事
務
所
が
平
成
１５
年
２

月
１
日
か
ら

「日
本
都
市
セ
ン
タ
ー
会

館
」
へ
移
転
し
ま
す
。
近
く
に
お
越
し

の
際
は
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

な
お
、
電
話
番
号

・
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
の

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
”

〈新
事
務
所
‥
住
所
〉

〒
１
０
２
１
０
０
９
３

東
京
都
千
代
田
区
平
河
町
２
１
４
１
１

日
本
都
市
セ
ン
タ
ー
会
館
１１
階

電
　
話

０
３
１
３
２
６
５
１
７
８
５
５

Ｆ
Ａ
Ｘ

０
３
１
５
２
１
１
１
８
１
０
０

今
の
６０
歳
以
上
の
方
は
大
変
お
元
気

で
す
。
と
は
い
っ
て
も
、
そ
の
シ
ェ
ア

７７
％
は
、
会
の
発
展
の
為
に
は
健
全
と

は
い
え
ま
せ
ん
。
諸
先
輩
が
も
っ
と
若

手
を
と
望
む
の
も
肯
け
ま
す
。
で
は
、

そ
れ
を
ど
う
実
現
さ
せ
る
の
か
。
組
織

的
に
若
手
会
員
を
増
や
し
、
郷
土
の
先

輩
と
和
や
か
に
交
流
で
き
る
よ
う
な
仕

組
み
作
り
が
、
い
ま
の
幹
事
会
に
望
ま

れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
（引
地
）


